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算
者
の
落
穂
拾
い
（
毛
呂
山
の
場
合
）

山
口
正
義

一
、
は
じ
め
に

毛
呂
山
周
辺
の
和
算
や
算
額
を
調
べ
は
じ
め
て
六
～
七
年
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
も
毛
呂
山
町
に
は
算
額
は
存
在
し
な
い
よ

う
で
す
。
ま
た
和
算
（
算
術
）
家
の
事
績
も
承
知
し
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
毛
呂
山
近
在
の
算
術
師
匠
に
入
門
し
、
算
学
を
学
ん
だ
算
者
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

算
額
や
石
碑
に
は
多
く
の
門
人
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
見
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
毛
呂

山
周
辺
で
は
吉
見
町
の
矢
嶋
久
五
郎
の
算
額
や
墓
石
、
東
松
山
市
の
小
堤
幾
蔵
の
算
額
、
滑
川
町
の
小
林
三
徳
の
算
額
、
嵐
山

町
の
内
田
祐
五
郎
の
石
碑
な
ど
に
多
く
の
門
人
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
毛
呂
山
に
関
係
し
そ
う

な
門
人
名
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

残
念
と
思
い
つ
つ
月
日
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
一
昨
年
当
た
り
か
ら
何
人
か
の
門
人
名
を
確
認
で
き
た
の
で
少
し
述
べ
た
い
。

二
、
吉
田
勝
品
の
門
人
平
山
山
三
郎

小
川
町
勝
呂
の
吉
田
源
兵
衛
勝
品
（
文
化
六
年
～
明
治
二
十
三
年
）
は
小
川
町
笠
原
の
福
田
重
蔵
に
関
流
和
算
を
学
ん
で
、「
関

流
九
伝
免
許
皆
伝
」（
九
伝
と
い
う
の
は
伝
系
を
調
べ
る
と
辻
褄
が
合
い
ま
せ
ん
が
）
を
受
け
た
人
物
で
す
が
、「
吉
田
勝
品
一

代
誌
」
と
い
う
も
の
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
一
代
誌
」
は
八
十
七
丁
に
及
ぶ
長
文
で
、
当
時
の
和
算
家
の
生
活
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
す
。
幸
い
こ
の
史
料
の
複
写
を
小
川
町
教
育
委
員
会
か
ら
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
書
物
の
中
に
、「
隠
居
以
来
、
明
治
二

年
二
月
算
術
指
南
小
川
村
永
井
永
五
郎
、
大

塚
村
伊
藤
政
七
開
平
迄
傳
授
、
同
四
年
未
八

月
小
川
村
白
木
屋
廣
森
藤
吉
免
許
出
す
、
同

五
年
申
正
月
小
川
村
笠
間
茂
兵
衛
外
に
も
門

弟
大
勢
あ
れ
共
、
開
平
法
以
上
高
弟
而
己
書

す
。
同
年
七
月
平
山
村
山
三
良
、
同
久
平
、
同
八
月
青
山
村
恩
田
與
兵

衛
、
…
…
」
の
よ
う
に
色
々
な
人
達
に
算
法
を
伝
授
し
た
記
述
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
中
に
波
線
で
示
し
た
よ
う
に
「
平
山
村
山
三
良
」
の
記
述

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
勝
品
が
与
え
た
「
算
法
免
許
次
第
」
の
記
述
が
、

小
川
村
・
川
越
宿
な
ど
の
四
名
と
並
ん
で
、「
明
治
十
丑
年
三
月
二
日

平
山
村

平
山
山
三
良

同
断
（
算
法
免
許
）」
の
よ
う
に
あ
り
ま

す
。そ

の
後
、
勝
品
の
実
家
に
は
明
治
十
一
年
に

門
人
た
ち
が
勝
品
の
七
十
歳
を
祝
し
て
建
て
た

「
寿
蔵
碑
」
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
の
で
、

昨
年
（
二
〇
一
三
年
）
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
碑
に
は
門
人
三
十
名
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
筆
頭
に
、「
免
許

岩
井

平
山
山
三
良
」
と
あ
る
の

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

平
山
村
が
馬
場
村
な
ど
と
合
併
し
て
岩
井
村
に
な
る
の
は
明
治
八
年
で
す
か
ら
、
碑
に
あ
る
「
岩
井
」
は
納
得
で
き
ま
す
。

平
山
村
と
岩
井
村
の
両
方
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
平
山
山
三
良
が
毛
呂
山
の
人
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

吉田勝品の寿蔵碑（右）と平山山三郎の
文字（左）（小川町勝呂、2013年4月）

「吉田勝品一代誌」
の一部

算者の落穂拾い（毛呂山の場合）
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な
お
、
先
の
「
吉
田
勝
品
一
代
誌
」
に
出
て
く
る
「
平
山
村
山
三
良
、
同
久
平
」
の
同
久
平
に
つ
い
て
は
不
明
で
し
た
。

さ
て
こ
こ
ま
で
書
い
た
時
、
こ
の
平
山
山
三
良(

郎)

は
毛
呂
山
の
「
平
山
大
尽
」
の
直
系
の
人
物
で
あ
り
、
久
平
は
島
田
久

兵
衛
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
、
内
野
勝
裕
氏
に
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

「
平
山
氏
」
は
後
世
（
明
治
）
に
な
っ
て
か
ら
改
姓
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
前
は
「
斉
藤
氏
」
で
し
た
。
斉
藤
氏
は
松
山
城

主
上
田
氏
に
仕
え
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
松
山
城
落
城
と
と
も
に
帰
農
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
文
献(

)

に
よ
れ
ば
後

2

の
平
山
大
尽
に
な
る
豪
農
の
家
系
は
享
保
年
代
の
初
代
富
世
（
通
称
山
三
郎
）
か
ら
始
ま
り
、
富
栄
（
六
右
衛
門
）
→
富
秀
（
文

右
衛
門
）
→
富
吉
（
牛
十
郎
・
覚
右
衛
門
）
→
富
延
（
平
治
郎
・
文
内
）
→
易
富
（
左
司
馬
）
→
富
樹
（
平
馬
・
実
平
・
左
二

馬
）
→
山
三
郎
→
庫
治
と
続
い
て
い
ま
す
。
富
吉
か
ら
は
代
々
平
山
村
の
名
主
を
勤
め
て
い
ま
す
。
左
二
馬
は
権
田
直
助
（
一

八
〇
九
～
八
七
）
と
の
交
遊
も
あ
り
、
早
く
か
ら
国
学
を
志
し
、
安
政
六
年
平
田
篤
胤
の
門
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

左
二
馬
の
代
に
「
平
山
氏
」
に
改
姓
し
て
い
ま
す
。
左
二
馬
は
岩
井
村
戸
長
や
毛
呂
村
初
代
村
長
を
勤
め
て
い
ま
す
。
な
お
平

山
家
に
伝
わ
る
七
千
点
を
超
え
る
膨
大
な
古
文
書
は
埼
玉
県
立
文
書
館
に
「
平
山
家
文
書
」
と
し
て
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
山
山
三
郎
は
こ
の
家
系
に
よ
る
八
代
目
で
あ
り
、
墓
石
に
よ
れ
ば
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
二
月
十
七
日
生
れ
で
、
明

治
三
十
七
年
に
家
督
を
継
い
で
、
昭
和
二
年
に
七
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
既
述
の
一
代
誌
に
出
て
来
る
「
同
年
七
月

平
山
山
三
良
」
は
明
治
五
年
で
、
十
八
歳
の
時
入
門
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。「
寿
蔵
碑
」
の
明
治
十
一
年
の
と
き
は
二
十
三
歳
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
妻
「
き
ょ
う
」
は
、
墓
石
に
よ
れ
ば
比
企
郡
腰
越
村
（
小
川
町
）
の
横
川
氏
の
出
で
あ
り
、
明
治
十
一
年
四
月
に
山
三

郎
と
婚
姻
と
あ
り
、
墓
の
正
面
は
「
平
山
山
三
郎
大
人

平
山
き
ょ
う
刀
自

墓
」
と
あ
り
ま
す
。

腰
越
村
と
勝
品
の
勝
呂
村
と
は
５
㎞
位
離
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
岩
井
村
（
毛
呂
山
町
）
か
ら
凡
そ

㎞
も
離
れ

30

た
勝
呂
の
勝
品
の
門
人
に
な
っ
た
の
は
、
妻
の
実
家
と
の
位
置
関
係
が
影
響
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

次
に
、
平
山
山
三
郎
の
算
術
に
関
す
る
資
料
が
「
平
山
家
文
書
」
に
な
い
か
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

が
、
算
術
の
資
料
と
し
て
、「
算
法
記
」（
嘉
永
三
年

斉
藤
平
馬
）
な
る
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
「
算

法
記
」
に
あ
る
「
斉
藤
平
馬
」
は
内
野
氏
に
よ
れ
ば
左
二
馬
（
山
三
郎
父
）
の
幼
名
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。『
毛
呂
山
町
史
』
に

は
左
二
馬
の
墓
石
の
碑
文
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
生
ま
れ
と
あ
り
ま
す
か
ら
、「
算

法
記
」
に
あ
る
嘉
永
三
年
は
十
八
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
「
算
法
記
」
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

表
紙
：
算
法
記

嘉
永
三
年

戌
二
月
吉
日

裏
表
紙
：
斉
藤
平
馬

（
他
に
文
字
あ
り
）

構
成
：
十
三
丁
、
横
半
切

×

㎝

12

16

内
容
：
開
平
法
・
開
立
法
・
単
純
図
形
の
面
積
・
利
足
算
・
位
附
な
ど

開
平
法
は
十
一
問
、
開
立
法
は
八
問
、
単
純
図
形
は
七
問
の
問
題
と
答
が

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
結
果
の
み
で
あ
り
、
そ
ろ
ば
ん
で
計
算

し
た
結
果
と
思
わ
れ
ま
す
。
何
か
の
算
書
を
真
似
し
た
の
か
と
思
い
調
べ
て

み
ま
し
た
が
、
塵
劫
記
な
ど
に
類
似
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
同
じ
問
題
は
見

つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
方
根
・
立
方
根
が123

と
か1234

に
な
る
よ
う
な
数
字
を
選
ん
で
い
る
の

は
面
白
い
。
円
積
で
は
直
径
三
十
間
の
面
積
を
、
円
積
率×

30×
30

＝711

坪

と
し
て
い
ま
す
。
本
来
の
円
積
率
は
（
π
／4

＝0
.
7
8
5

…
）
で
す
が
、
こ
こ

で
は0.79

を
用
い
て
い
ま
す
。
ま
た711

坪
を
畝
歩
に
変
換
し
て
示
し
て
い
ま

「算法記」の表紙「算法記」の裏表紙

算者の落穂拾い（毛呂山の場合）
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す
。
そ
れ
は
「
二
反
三
畝
二
十
一
歩
」
と
あ
り
、
計
算
し
て
み
る
と
正
し
い
。

こ
れ
ら
の
問
題
や
利
足
算
は
当
時
の
実
用
算
の
範
囲
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
一
般
的
な
寺
子

屋
教
育
の
範
囲
を
越
え
て
い
て
、
算
学
塾
で
習
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
左
二
馬
（
平
馬
）

が
ど
こ
の
誰
に
習
っ
た
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
、
宮
崎
萬
治
郎
の
門
人

と
き
が
わ
町
大
附
の
宮
崎
萬
治
郎
（
文
化
五
年
～
明
治
十
六
年
）
は
墓
の
碑
文
に
よ
れ
ば
、

天
文
・
暦
法
・
医
易
、
さ
ら
に
数
理
を
究
め
た
と
あ
り
ま
す
。
大
工
が
本
職
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
碑
文
に
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
近
隣
を
教
え
歩
き
多
く
の
門
人
が
い
た
よ
う
で
、
墓

の
台
石
に
は
、「
大
字
本
宿
岡
田
軍
治
郎
を
筆
頭
に
、
大
谷
、
長
瀬
、
岩
川
、
小
山
、
小
杉
、
西

本
、
大
豆
戸
、
五
明
、
腰
越
、
桃
木
、
田
中
、
志
賀
、
日
影
、
其
の
他
の
人
々
が
多
く
姓
名
を

列
し
て
居
る
が
、
甚
だ
読
み
易
く
な
い
。
そ
う
し
て
門
人
計
三
百
人
と
記
す
」（
「
武
蔵
比
企
郡

の
諸
算
者
」
三
上
義
夫
、
埼
玉
史
談1941

年
）
と
あ
り
ま
す
が
、
今
は
ほ

と
ん
ど
読
む
こ
と
が
難
し
い
ほ
ど
に
風
化
し
て
い
ま
す
。『
都
幾
川
村
史
』

に
は
門
人
・
世
話
人
等
六
十
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
も
あ
り
ま
す
。

宮
崎
家
に
は
入
門
時
に
血
判
し
た
「
神
誓
文
之
事
」（
誓
約
書
）
が
四

巻
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
筆
者
も
そ
の
一
部
を
今
年
見
せ
て
い
た
だ
い
た
）。

『
都
幾
川
村
史
』
に
よ
れ
ば
四
巻
で
七
十
三
名
の
門
人
名
が
記
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
は
文
政
十
二
年
か
ら
明
治
元
年
迄
で
す
。『
都
幾
川
村
史
資
料

４(
)

』
に
は
門
人
の
具
体
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
毛
呂

6

山
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
次
の
四
名
が
い
ま
す
。

嘉
永
元
年
十
月
吉
日

武
州
入
間
郡
蓑
和
田
村

廿
四
才

音
次
郎
（
血
判
）

嘉
永
二
年
正
月
吉
日

武
州
入
間
郡
箕
和
田
村

二
十
才

栄
次
郎
（
血
判
）

嘉
永
七
年
寅
正
月

武
州
入
間
郡
長
瀬
村

廿
三
才

千
松
（
血
判
）

嘉
永
七
年
三
月
吉
日

武
州
入
間
郡
平
山
村

廿
一
才

丈
七
（
血
判
）

こ
の
う
ち
「
千
松
」
は
、
内
野
氏
に
よ
れ
ば
大
正
時
代
に
県
議
会
議
員
・
衆
議
院
議
員
を
勤
め
ら
れ
た
斉
藤
小
十
郎
の
父
親

で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
音
次
郎
は
関
口
氏
、
丈
七
は
島
田
氏
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
、
ま
と
め

こ
の
よ
う
に
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
、
毛
呂
山
で
も
算
術
師
匠
に
つ
い
て
算
学
を
学
ん
だ
具
体
的
事
例
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
な
お
、
吉
田
勝
品
は
「
算
法
九
章
名
義
記
秘
術
帳
」
を
著
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
田
畑
面
積
・
両
替
・
利
息
算

・
連
立
一
次
式
・
勾
股
弦
・
多
角
形
・
開
平
・
開
立
な
ど
初
歩
的
な
内
容
を
含
ん
だ
も
の
で
、
平
山
山
三
郎
も
こ
れ
ら
の
内
容

を
勉
強
し
理
解
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
謝
辞
）
内
野
勝
裕
氏
に
は
平
山
氏
及
び
宮
崎
萬
治
郎
門
人
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

「算法記」の内容
宮崎萬治郎の墓

（ときがわ町大附、2014年4月）

算者の落穂拾い（毛呂山の場合）
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